
マ
ン
ド
・
ド
リ
ブ
ン
の
特
許
が
多
い
と
い
う
結
果
が

出
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
需
要
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
る
と
、
人

間
が
何
を
望
む
の
か
、
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
に
も
つ
な

が
る
。
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
強
力
に
推
し
進

め
る
こ
と
自
体
が
肝
要
な
の
で
あ
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
ち
得
る
か
ど
う
か
は
、
精
密
な
計
算
と
は
異
な

は
、
経
済
学
者
の
ヨ
ー
ゼ
フ
・
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
で

あ
る
。
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
と
ケ
イ
ン
ズ
は
、
20
世
紀

前
半
を
代
表
す
る
天
才
的
な
経
済
学
者
で
あ
っ
た
。

中
で
も
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
親
日
的
で
あ
り
、
昭
和

初
期
に
は
、
日
本
を
訪
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
資
本
主
義
経
済
の
エ

ン
ジ
ン
だ
と
い
う
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
考
え
は
、
今

や
経
済
学
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
様
々
な
側
面
が
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
２
つ
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
経
済
学
で
は
、
鋏は

さ
みに
２
つ
の
刃
が
必
要
な
よ
う

に
、
経
済
に
は
需
要
と
供
給
が
必
要
で
あ
る
と
言

わ
れ
る
。
し
か
し
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
言

え
ば
、
私
自
身
は
需
要
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
し
ば
し
ば
「
技
術
進
歩
」
と

訳
さ
れ
る
こ
と
で
、
狭
義
に
ハ
ー
ド
面
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
が
想
起
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
確
か
に
ハ
ー

ド
面
の
技
術
は
経
済
社
会
の
基
盤
で
あ
る
が
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
広
い
概

念
で
あ
る
。「
技
術
」
は
、
潜
在
的
に
は
全
方
位
に

可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
特
定
の

技
術
を
選
択
し
て
推
進
し
て
い
く
う
え
で
の
判
断

基
準
と
な
る
の
が
「
需
要
」
で
あ
る
。
米
国
の
経

済
学
者
が
、
19
世
紀
以
降
の
特
許
が
サ
イ
エ
ン
ス
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ド
リ
ブ
ン
な
の
か
デ
マ
ン
ド
・
ド

リ
ブ
ン
な
の
か
を
調
査
し
た
研
究
に
お
い
て
も
、
デ

半
と
で
時
代
の
空
気
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
に
留

意
す
べ
き
で
あ
る
。
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
以
前
の
高
度
経
済
成
長
前
夜
は
、
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
主
張
が
日
本
全
体
を
覆
っ
て
い
た
。
１
９
５
６

年
度
の
『
経
済
白
書
』
に
は
「
も
は
や
戦
後
で
は

な
い
」
と
い
う
有
名
な
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
が
、
メ

デ
ィ
ア
等
で
は
、
戦
後
の
暗
い
時
代
が
終
わ
っ
て

青
空
が
出
た
と
い
う
意
味
で
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ

る
。
し
か
し
実
際
は
、「
も
は
や
『
戦
後
』
で
は

な
い
。
我
々
は
い
ま
や
異
な
っ
た
事
態
に
当
面
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
回
復
を
通
じ
て
の
成
長
は
終
っ

た
。
今
後
の
成
長
は
近
代
化
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

る
」
と
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は
戦
後
復
興
、
朝
鮮
特

需
の
後
押
し
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
日
本
経
済

は
は
る
か
に
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
「
青
空
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
正
反

対
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。企
業
経
営
者
の
方
々

が
様
々
な
課
題
を
１
つ
ず
つ
乗
り
越
え
て
い
っ
た

結
果
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
高
度
成
長
を
遂
げ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　
経
済
学
の
世
界
に
お
い
て
、
成
長
の
要
と
な
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
を
最
初
に
提
唱
し
た
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
動
力
は

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

21 2023・1

東
京
大
学
名
誉
教
授
　
吉よ

し
か
わ川
洋

ひ
ろ
し

て
お
り
、
そ
こ
か
ら
約
10
年
後
と
考
え
る
と
意
外

で
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
、２
０
１
０
年
は
18
位
、

２
０
２
１
年
に
は
28
位
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。

韓
国
と
比
較
す
る
と
、
１
人
当
た
り
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
日
本
が
若
干
上
回
っ
て
い
る
が
、
賃
金
水
準
で

は
既
に
追
い
抜
か
れ
て
い
る
。
過
去
20
年
間
の
日

本
経
済
に
つ
い
て
は
、
こ
の
デ
ー
タ
が
総
決
算
だ
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
経
済
だ
け
で
は
な
く
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
も
、

日
本
経
済
の
抱
え
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
人
口

は
、
一
国
の
経
済
全
体
の
サ
イ
ズ
や
経
済
成
長
に

多
大
な
影
響
を
与
え
る
。
も
っ
と
も
人
口
減
少
は
、

必
ず
し
も
「
１
人
当
た
り
」
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
低
下
さ
せ

る
も
の
で
は
な
い
。
１
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
を

決
め
る
の
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
の
で
あ
る
。
日
本

の
過
去
20
年
が
厳
し
い
結
果
に
終
わ
っ
た
要
因
は
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
欠
如
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
経
済
成
長
」
を
テ
ー

マ
に
企
業
経
営
者
の
方
々
と
話
す
と
、
日
本
の
高

度
成
長
期
は
先
が
見
通
せ
る
良
い
時
代
で
あ
っ
た

が
、
現
在
は
先
行
き
不
透
明
な
時
代
だ
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
１
９
５
５
～

70
年
代
初
頭
の
高
度
経
済
成
長
期
は
、
前
半
と
後

　
過
去
20
年
間
の
日
本
経
済
は
、
財
界
や
政
府
を

は
じ
め
、
全
て
の
国
民
が
様
々
な
形
で
尽
力
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
の
統
計
デ
ー
タ
で
は
残

念
な
が
ら
良
い
結
果
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
コ
ロ
ナ
前
後
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
推
移
を
見
る
と
、

２
０
２
０
年
初
頭
か
ら
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て

世
界
経
済
全
体
が
落
ち
込
ん
だ
。
重
要
な
の
は
そ

こ
か
ら
の
立
ち
上
が
り
で
あ
る
が
、
日
本
は
諸
外

国
と
比
較
し
て
回
復
が
遅
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
長
期
的
な
視
点
か
ら
21
世
紀
以
降
の
日

本
の
状
況
を
見
て
も
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
発
表
し
た
１
人

当
た
り
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

２
０
０
０
年
に
日
本
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
続
き

世
界
第
２
位
で
あ
っ
た
。
当
時
、
日
本
経
済
は
30

年
前
の
バ
ブ
ル
崩
壊
が
転
機
と
な
り
、
１
９
９
０

年
代
に
金
融
危
機
や
不
良
債
権
問
題
な
ど
様
々
な

問
題
が
勃
発
し
、「
失
わ
れ
た
10
年
」
と
も
言
わ
れ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
欠
如
に
よ
る

低
成
長
の
20
年 イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
経
済
成
長
の
要

  「
我
が
国
経
済
社
会
の
展
望
と
経
団
連
の
果
た
す
べ
き
役
割
」

パネル
ディスカッション

1

１位 ルクセンブルク

２位 日本

3位 スイス

５位 米国

１位 ルクセンブルク

２位 ノルウェー

3位 スイス

13位 米国

18位 日本

１位 ルクセンブルク

２位 アイルランド

3位 スイス

6位 米国

28位 日本

2000 年

… …
…

…
…

2010 年

１人当たり名目 GDP

2021 年

出所：IMF

202023・1 202023・1

p007-031_月刊経団連1月号_20周年.indd   20 2022/12/16   14:47



マ
ン
ド
・
ド
リ
ブ
ン
の
特
許
が
多
い
と
い
う
結
果
が

出
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
需
要
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
る
と
、
人

間
が
何
を
望
む
の
か
、
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
に
も
つ
な

が
る
。
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
強
力
に
推
し
進

め
る
こ
と
自
体
が
肝
要
な
の
で
あ
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
ち
得
る
か
ど
う
か
は
、
精
密
な
計
算
と
は
異
な

は
、
経
済
学
者
の
ヨ
ー
ゼ
フ
・
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
で

あ
る
。
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
と
ケ
イ
ン
ズ
は
、
20
世
紀

前
半
を
代
表
す
る
天
才
的
な
経
済
学
者
で
あ
っ
た
。

中
で
も
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
親
日
的
で
あ
り
、
昭
和

初
期
に
は
、
日
本
を
訪
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
資
本
主
義
経
済
の
エ

ン
ジ
ン
だ
と
い
う
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
考
え
は
、
今

や
経
済
学
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
様
々
な
側
面
が
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
２
つ
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
経
済
学
で
は
、
鋏は

さ
みに
２
つ
の
刃
が
必
要
な
よ
う

に
、
経
済
に
は
需
要
と
供
給
が
必
要
で
あ
る
と
言

わ
れ
る
。
し
か
し
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
言

え
ば
、
私
自
身
は
需
要
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
し
ば
し
ば
「
技
術
進
歩
」
と

訳
さ
れ
る
こ
と
で
、
狭
義
に
ハ
ー
ド
面
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
が
想
起
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
確
か
に
ハ
ー

ド
面
の
技
術
は
経
済
社
会
の
基
盤
で
あ
る
が
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
広
い
概

念
で
あ
る
。「
技
術
」
は
、
潜
在
的
に
は
全
方
位
に

可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
特
定
の

技
術
を
選
択
し
て
推
進
し
て
い
く
う
え
で
の
判
断

基
準
と
な
る
の
が
「
需
要
」
で
あ
る
。
米
国
の
経

済
学
者
が
、
19
世
紀
以
降
の
特
許
が
サ
イ
エ
ン
ス
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ド
リ
ブ
ン
な
の
か
デ
マ
ン
ド
・
ド

リ
ブ
ン
な
の
か
を
調
査
し
た
研
究
に
お
い
て
も
、
デ

半
と
で
時
代
の
空
気
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
に
留

意
す
べ
き
で
あ
る
。
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
以
前
の
高
度
経
済
成
長
前
夜
は
、
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
主
張
が
日
本
全
体
を
覆
っ
て
い
た
。
１
９
５
６

年
度
の
『
経
済
白
書
』
に
は
「
も
は
や
戦
後
で
は

な
い
」
と
い
う
有
名
な
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
が
、
メ

デ
ィ
ア
等
で
は
、
戦
後
の
暗
い
時
代
が
終
わ
っ
て

青
空
が
出
た
と
い
う
意
味
で
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ

る
。
し
か
し
実
際
は
、「
も
は
や
『
戦
後
』
で
は

な
い
。
我
々
は
い
ま
や
異
な
っ
た
事
態
に
当
面
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
回
復
を
通
じ
て
の
成
長
は
終
っ

た
。
今
後
の
成
長
は
近
代
化
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

る
」
と
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は
戦
後
復
興
、
朝
鮮
特

需
の
後
押
し
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
日
本
経
済

は
は
る
か
に
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
「
青
空
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
正
反

対
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。企
業
経
営
者
の
方
々

が
様
々
な
課
題
を
１
つ
ず
つ
乗
り
越
え
て
い
っ
た

結
果
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
高
度
成
長
を
遂
げ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　
経
済
学
の
世
界
に
お
い
て
、
成
長
の
要
と
な
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
を
最
初
に
提
唱
し
た
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
動
力
は

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
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東
京
大
学
名
誉
教
授
　
吉よ

し
か
わ川
洋

ひ
ろ
し

て
お
り
、
そ
こ
か
ら
約
10
年
後
と
考
え
る
と
意
外

で
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
、２
０
１
０
年
は
18
位
、

２
０
２
１
年
に
は
28
位
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。

韓
国
と
比
較
す
る
と
、
１
人
当
た
り
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
日
本
が
若
干
上
回
っ
て
い
る
が
、
賃
金
水
準
で

は
既
に
追
い
抜
か
れ
て
い
る
。
過
去
20
年
間
の
日

本
経
済
に
つ
い
て
は
、
こ
の
デ
ー
タ
が
総
決
算
だ
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
経
済
だ
け
で
は
な
く
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
も
、

日
本
経
済
の
抱
え
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
人
口

は
、
一
国
の
経
済
全
体
の
サ
イ
ズ
や
経
済
成
長
に

多
大
な
影
響
を
与
え
る
。
も
っ
と
も
人
口
減
少
は
、

必
ず
し
も
「
１
人
当
た
り
」
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
低
下
さ
せ

る
も
の
で
は
な
い
。
１
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
を

決
め
る
の
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
の
で
あ
る
。
日
本

の
過
去
20
年
が
厳
し
い
結
果
に
終
わ
っ
た
要
因
は
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
欠
如
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
経
済
成
長
」
を
テ
ー

マ
に
企
業
経
営
者
の
方
々
と
話
す
と
、
日
本
の
高

度
成
長
期
は
先
が
見
通
せ
る
良
い
時
代
で
あ
っ
た

が
、
現
在
は
先
行
き
不
透
明
な
時
代
だ
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
１
９
５
５
～

70
年
代
初
頭
の
高
度
経
済
成
長
期
は
、
前
半
と
後

　
過
去
20
年
間
の
日
本
経
済
は
、
財
界
や
政
府
を

は
じ
め
、
全
て
の
国
民
が
様
々
な
形
で
尽
力
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
の
統
計
デ
ー
タ
で
は
残

念
な
が
ら
良
い
結
果
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
コ
ロ
ナ
前
後
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
推
移
を
見
る
と
、

２
０
２
０
年
初
頭
か
ら
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て

世
界
経
済
全
体
が
落
ち
込
ん
だ
。
重
要
な
の
は
そ

こ
か
ら
の
立
ち
上
が
り
で
あ
る
が
、
日
本
は
諸
外

国
と
比
較
し
て
回
復
が
遅
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
長
期
的
な
視
点
か
ら
21
世
紀
以
降
の
日

本
の
状
況
を
見
て
も
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
発
表
し
た
１
人

当
た
り
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

２
０
０
０
年
に
日
本
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
続
き

世
界
第
２
位
で
あ
っ
た
。
当
時
、
日
本
経
済
は
30

年
前
の
バ
ブ
ル
崩
壊
が
転
機
と
な
り
、
１
９
９
０

年
代
に
金
融
危
機
や
不
良
債
権
問
題
な
ど
様
々
な

問
題
が
勃
発
し
、「
失
わ
れ
た
10
年
」
と
も
言
わ
れ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
欠
如
に
よ
る

低
成
長
の
20
年 イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
経
済
成
長
の
要
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3位 スイス

13位 米国

18位 日本
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前
副
会
長
・
審
議
員
会
副
議
長
／
三
菱
重
工
業
会
長
　
宮み

や
な
が永

俊し
ゅ
ん
い
ち一

や
効
率
化
に
経
営
資
源
を
投
下
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
、
技
術
革
新
が
鈍
化
・
停
滞
し
、
国
内

製
造
業
の
空
洞
化
や
国
内
投
資
の
縮
小
が
起
こ
り
、

結
果
的
に
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
が
停
滞
す
る
一

因
と
な
っ
た
。
そ
の
間
に
も
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
は
急
速
に
発
展
し
、
大
き
な
経
済
成
長
を
遂

げ
た
。

　
日
本
の
製
造
業
の
中
に
は
、
海
外
展
開
で
成
長

し
た
企
業
も
多
く
あ
っ
た
も
の
の
、
世
界
に
お
け

る
日
本
企
業
の
存
在
感
は
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ

た
。
そ
の
一
因
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
高
度
化
と
普
及
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速
に
よ
っ
て
、
米
国
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
が
急
成
長
し
た
こ
と
で
あ
る
。

世
界
的
に
第
3
次
産
業
が
大
き
く
成
長
し
た
結

果
、
日
本
が
得
意
と
す
る
第
2
次
産
業
の
シ
ェ
ア

が
縮
小
し
た
。
ま
た
多
く
の
製
造
拠
点
が
ア
ジ
ア

諸
国
に
移
転
す
る
と
と
も
に
、第
1
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
（
団
塊
）
世
代
が
高
齢
化
し
、
生
産
活
動
の
中

核
と
し
て
貢
献
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
も
要
因
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
過
去
20
年
間
に
世
界
経
済
は
大
き
な
発
展
を
遂

げ
た
が
、
気
候
変
動
の
み
な
ら
ず
、
新
興
国
で
人

口
が
増
加
す
る
中
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
を
巡

る
問
題
が
危
機
的
な
状
況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
所
得
や
教
育
を
巡
る
格
差
、
人

権
問
題
な
ど
も
顕
在
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

巨
大
な
課
題
が
世
界
的
に
認
識
さ
れ
、
異
な
る

意
見
を
調
整
し
な
が
ら
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
っ
た
。
こ
れ
が
、
製
造
業
の
立
場
か
ら
見
た
過

去
20
年
で
あ
る
。

　
冷
戦
終
結
や
中
国
の
改
革
開
放
政
策
に
よ
る
経

済
発
展
な
ど
が
引
き
金
と
な
り
、
こ
の
20
年
間
に

欧
米
の
製
造
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
た
。

他
方
、日
本
企
業
も
、国
内
市
場
の
成
熟
化
に
伴
い
、

同
様
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
、
選
択
と
集
中
や

Ｍ
＆
Ａ
な
ど
を
通
じ
て
、
事
業
構
造
を
変
革
し
て

き
た
。
先
行
す
る
欧
米
企
業
へ
の
対
抗
や
貿
易
摩

擦
に
よ
っ
て
、
海
外
工
場
へ
の
直
接
投
資
や
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
国
際
化
な
ど
も
行
っ
て
き
た
。
特
に

製
造
業
に
お
い
て
は
、
欧
米
企
業
と
の
競
争
に
勝

ち
残
る
べ
く
、
共
通
化
や
標
準
化
と
い
っ
た
効
率

化
を
加
速
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
構
造
改
革
に

よ
っ
て
生
産
性
を
向
上
さ
せ
な
が
ら
、
一
方
で
は
企

業
の
責
任
と
し
て
、
国
内
の
雇
用
維
持
に
悩
ん
だ

20
年
で
も
あ
っ
た
。

　
欧
米
と
の
競
争
の
中
で
、
投
資
回
収
の
短
期
化

が
進
ん
だ
。
同
時
に
、
海
外
投
資
に
加
え
標
準
化

国
内
製
造
業
の
空
洞
化
と

日
本
企
業
の
存
在
感
の
低
下

技
術
革
新
に
よ
る
価
値
創
造
で
、

持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
生
み
の
親
で
あ
る
シ
ュ
ン

ペ
ー
タ
ー
は
、
日
本
び
い
き
で
あ
っ
た
。
と
り
わ

け
、
ボ
ン
大
学
時
代
の
教
え
子
で
あ
っ
た
一
橋
大
学

の
中
山
伊
知
郎
教
授
、
東
京
大
学
の
東
畑
精
一
教

授
と
は
深
い
親
交
が
あ
っ
た
。
東
畑
教
授
に
は
『
ア

メ
リ
カ
資
本
主
義
見
聞
記
』（
岩
波
新
書
）
と
い
う

名
著
が
あ
る
。
1
9
5
5
年
に
石
坂
泰
三
氏
（
後

に
第
２
代
経
団
連
会
長
に
就
任
）
を
団
長
と
し
て
、

日
本
生
産
性
本
部
の
視
察
団
が
米
国
へ
派
遣
さ
れ

た
際
に
、
視
察
に
参
加
し
た
東
畑
教
授
が
そ
の
様

子
を
後
に
記
し
た
も
の
で
、
ま
さ
に
「
新
し
い
資

本
主
義
」
が
存
分
に
語
ら
れ
て
い
る
。
戦
争
直
後

の
米
国
の
経
営
者
た
ち
は
、「
企
業
経
営
は
短
期
的

で
は
な
く
長
期
的
に
考
え
る
べ
き
で
、
雇
用
や
技

術
が
重
要
で
あ
り
、
株
主
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
中
の
１
つ
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
っ
た
経
営
理
念

を
一
様
に
口
に
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
考
え
は
、
か

つ
て
言
わ
れ
て
い
た
「
日
本
的
経
営
」
の
理
念
と

同
様
な
の
が
興
味
深
い
。
こ
の
本
か
ら
は
、
戦
争

直
後
に
日
米
両
国
の
経
営
者
が
持
っ
て
い
た
、
あ

る
種
の
熱
気
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
の
後
、
資
本
主
義
や
技
術
、
世
界
情
勢
は
大

き
く
変
化
し
た
。シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
言
う
よ
う
に
、

自
由
主
義
経
済
の
主
役
は
民
間
企
業
で
あ
る
。
民

る
。
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は

金
銭
で
動
機
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

強
調
し
た
。
ケ
イ
ン
ズ
も
ま
た
、
企
業
の
経
済
活

動
の
原
動
力
と
し
て
「
ア
ニ
マ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ツ
」
と

い
う
概
念
を
提
唱
し
て
い
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

成
功
す
れ
ば
、
結
果
と
し
て
高
い
報
酬
を
得
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
結
果

な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
高
い
報
酬
を
約
束
さ
れ

た
野
球
選
手
は
、
金
銭
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
野

球
が
好
き
だ
か
ら
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
結
果
と

し
て
報
酬
を
得
る
の
と
似
て
い
る
。
ケ
イ
ン
ズ
や

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
動

力
と
な
る
の
は
、
あ
る
種
の
ド
リ
ー
ム
で
あ
る
」
と

述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
日
本
の
将
来
を
考
え
る

際
に
も
極
め
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

経
団
連
の
リ
ー
ド
で
日
本
経
済
の
再
生
を

間
企
業
を
リ
ー
ド
す
る
の
が
経
団
連
で
あ
る
。
統

合
20
年
の
節
目
に
今
後
50
年
、
1
0
0
年
先
の
日

本
の
将
来
を
考
え
る
と
、
経
団
連
と
い
う
組
織
に

対
す
る
期
待
は
大
き
い
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ア
ラ
ン
の
言
葉
に
、「
悲
観

主
義
（
ペ
シ
ミ
ズ
ム
）
は
単
な
る
気
分
に
す
ぎ
な

い
が
、
楽
観
主
義
（
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
）
は
意
志
で

あ
る
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
統
合
後
の
20
年
間
、

経
団
連
が
日
本
の
経
済
社
会
に
お
い
て
果
た
し
て

き
た
大
き
な
役
割
を
今
後
も
続
け
、
日
本
経
済
の

再
生
に
尽
力
し
て
ほ
し
い
。
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